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思い出いっぱい

キャンプ研修

’92 ８
月

少年仲間づくり教室の キャンプ研 修は８月

３日から５日までの３日間、小学４年生以上

の児童59名が参加して。大玉 村の福島県県民

の 森 キャンプ場で行われ ました。

慣 れない手っ きで行--jた飯ごう炊飯 もおい

し く出来上がり、楽しい食事に。遠藤ケ滝め

ぐりの ハイキングや高く燃え上がる キャンプ

フ ァイヤ ーの炎に、友情を深め合いました。



医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

ｌ

今
年
度
の
国
保
税
額
を
引
き
下
げ
ｌ

国

民
健
康

保
険
（
国

保
）

事
業
は
、
み

な
さ
ん
の
医

療
費

に
充
て
る
た
め

相
互
扶

助
を
目

的
に
生
ま
れ

た
制
度
で

、
み

な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ

い
て
い
る
国

民
健
康
保
険
税
と

国
か
ら
の
補
助

金
で
ま

か
な
わ
れ
、
運

営
さ

れ
て
い
ま

す
。

平
成
四
年

度
の
国

見
町
国

民
健
康

保
険
特

別
会
計
当
初
予

算
は
六
億
八
千
五
百
六
十
四
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
一
・

六
％

の

減
と

な
り
ま
し
た

。

健
康
づ
く
り
で

医
療
費
上
昇
に
ス
ト
ッ
プ

今
年
度
の
国
保
特
別
会

計
に
占

め
る
医

療
給
付
費

は
、
歳
出
総
額

の
八

十
四
％

に
当

た
る
五
億

七
千

六
百
四

十
八
万
円
で

。
昨
年
度
と

比
較
し
て

二

こ
（

％
の
減
と
な
っ

て

い
ま
す

。

こ

れ
を
月
割
り
に
す
る
と
四
千

八
百
四
万
円
の
医
療
給
付
費
と
な

り
、
年
間
一
世
帯
当
た
り
約
三
十

五
万
円

、
一
人
当
た
り
約
十
二
万

七
千
円
と
な
り
ま
す
。
（
老
人
医

療
費
を
除
く
）

医
療
費
か
少
な
く
な
れ
ば
、
当

然
、
負
担
す

べ
き
国
保
税
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
か
常

に
健
康
を
意
識
し
て
。
適
正

な
受

診
に
努
め
、
医
縦
費
上
昇

に
ス
ト

ノ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

国
保
を
さ
さ
え
る

み
ん
な
の
保
険
税

～
1
5
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾄ
の
減
税
～

平
成
四
年
度
の
国

保
税

は
、
二

億
五
千
百
六
十
一
万
円
で

、
前
年

に
比
べ
四
千
五
百

八
十
万
円
の
減
、

率

に
し
て

約
十
五
％
と
人
幅
な
減

税

を
し

ま
し

た
。

国
保
税
は
、
皆
さ
ん
か
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
こ
の
財
源
を

大
切
に

使
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す

が
、

納
期
内
完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▲検珍で鰉康チェック

平成４年度　国　保　税　税　率
区　　　 分 ��課税割合 �税　　 率 �前年度税率 �対 比

宸

創�

所　呀 割 �42 ％ �3.57 ％ �4.96 ％ �72.0％

�資　産割 �10 ％ �28.14 ％ �34.62 ％ �81.3％

応

益

割 �

陂 保険 者

均　 等 割 �33
％ �

１人当たり

20.  2円 �

１人当たり

24 . 5円 �86.6
％

�世帯　別

甲　等　創 �15
％ �26.477 円 �

１世帯　30.

 OII円 �88.2
％

国見町における平均国保税

・所　碍 額　L88. 円

・課税標準額　ｰ  490 ､ 円

・固定資産椏　　55.000 円

Ｉ所得割　 靆 93円 囗,490.000 ｘj? を】

ｕ資産割　15､477 円 く　55  】 0!a･ ）

I 均等割　57. 円（　20.  2×2.75 人）

Ⅳ平等割　26.477 円（｜世帯当たり26.477円）

jt　　2.4 円

※最高課税限度額48. 円

～健康チェック～

受けてみませんか？

人 間 ド ッ ク

町 では。国 民健 康 保険 被保険 者を

対陳 に､ 入院 人間ド 、クい 泊 2  日 )、

日帰 り 人間 ドッ クを次 のと おり実施

しま すので 、こ の機会 にぜ ひ受 検さ

れ ます よ うお 勧め し ます。

◆対　象 者
国見町［箚民健康傑険の被保険者で69

歳までの方。（ただし、昨年ま

で受検された方はご遠慮ください｡）

◆ 申し込み方法・期限

料金を添えて９月10日までお申し

込みください。

◆ 問い合わせ・申し込み

・保健丿国保係

085 ｰ 2Ⅲ　 内線143

人 間 ド ッ ク 実 施 内 容

�入院人間ドック � 日 帰 り 人間 ド ッ ク

検 査

期　日 �

平成４年10月～平成５年３月

毎週火・木曜日 �

ｆ 成４年10月～平成５年３月

毎週水・木曜日

検 査
塲 所 � 公　立 藤　Ⅲ　総 合 病　院

検 査

項 目 �

身体測定・呼吸器系検査・肝機能系検査・糖尿系検査

冐腸系検査・胆のう機能検査・腎機能系検査

循環器系検査・血液検査

躯
�5.

 0円 �2  . 5 円

定 貝 �100 名（申込み順） �100 名（申込み噸）



英
語
指
導
あ
り
が
と
う

ア
ン
ト
ニ

ー
先
生

ワ

ト

ソ

ン
先
生

昨
年
八
月
か
ら
国
見
・
桑
折
両

町
で
英
語
指
導
助
手
を
務
め
て
き

た
プ

レ
イ
ス
ウ
ェ
イ
ト
・
ア
ン
ト

ニ

ー
先
生
と
、
平
成
二
年
八
月
か

ら
一
年
間
、
英
語
指
導
助
手
を
務

め

た
キ

ャ
ラ

ム

ー
ワ
ト
ソ
ン
先
生

の
送
別
会

が
七
月
十

。二
日
．
Ｊ
Ａ

福
島
国
見
町
会
館
で
開
か
れ
、
冨

永
武
夫
町
長
、
仲
野
周
一
町
議
会

離
長
を
は
じ

め
約
四
十
人
が
出
席

し
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し

た
。

ア

ン
ト
ニ

ー
先
生
と
ワ
ト
ソ
ン

先
生
は
、
県
北
中
な
ど
で
英
語
指

導
助
手
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、
生

徒
に
生
き
た
英
会
話
を
指
導
す

る

と
と
も
に
町
の
行
事
な

ど
に
も
禎

極
的
に
参
加
し

、
国

際
交
流
も
深

め
て
き
ま
し

た
。

送

別
会
で

は

、
冨

永
町

鮫
、

安
細

桑
折

町
長
か

お

礼
の
こ

と

ば
を

述

べ
た
あ

と
、

二
人

は
上

手
な
日
本
語
で
一
年
間
の
思

い
出

を
交
じ
え
な
が
ら
あ

い
さ
つ
。
続

い
て

県
北
中
三
年
の
渡
邊
郁
子
さ

ん
ら
か
教
え
て
も
ら

っ
た
英
語
で

別
れ
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

最

後
に
全
員
で
歌
う
「
蛍
の
光
」

の
合
唱

に
送
ら

れ
る
と
目
を
う
る

ま
せ
、
短
い
期
間
に
っ
く
っ
た
た

く

さ
ん
の
思

い
出
を
懐
か
し
ん
で

い
ま
し

た
。

▲楽しかった授業…,いつまでも忘れません

ハ
ロ
ー
！

気
軽
に
声
を
か
け
て

ア

ン
ト
ニ
ー
先
生
の
後
任
と
し

て
国
見
町
内
に
在
住
し
、
国
見
・

桑
折
両
町
の
中
学
校
で
英
語
指
導

に
あ

た
る
マ
イ
ケ
ル

ー
ウ
オ
ー
カ

ー
先
生

气
こ

か

七
月
二
十
七
日
、

役
場
を
訪
れ
、
冨
永
町
長
に
着

任

の
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。

ウ
ォ
ー
カ
ー
先
生
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
出
身
で
、
サ

ル
フ
ォ
ー
ト

大
学
卒
業

。
学
生
時

代
は
ラ

グ
ビ
ー
郎
の
キ
ャ
プ
テ

ン

を
務
め
た
ほ

ど
の
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
。

二
学
期
か
ら
来
年

七
月

ま
で
の

‐‐

年
間

、
中
学
校
で
英

語
を
教
え

た

り
、
地
城
の

皆
さ
ん
と
さ
ま

ざ
ま

な
形
で
交
流

を
深

め
ま
す
。

皆
さ
ん
も

、
町
内

や
買

い
物
な

ど
で

見
か
け

た
時

は
、

〃
身
近
か

な
国

際
交
流

“
の
立
場
か
ら
、
気

軽

に
声

を
掛
け
て
く

だ
さ

リ

▲富永町長に魯任のあいさつをするウォーカー先生

安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す

町
交
通
対
策
協
議
会
で
は
［
夏

の
交
通
事
故

防
止
県

民
総
ぐ
る
み

運
助
』
（
％
～
％
）
期
間
中
の

七

月
二
十
九
日
。
貝
田
地
内
の
国
道

四
号
線
沿
い
で

交
通

安
全
テ

ン
ト

村
を
実
施
し

ま
し

た
。

テ

ン
ト
村

に
は
冨
永
町
長
、
本

田
桑

折
警

察
署
長

を

は
じ

め
、

交
通
安
全
母

の
会

、
桑
折
地
区
交

通
安
全
協
会

国
見
方
部
部
会
、
国

見
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
シ
ル
バ

ー
推
進
隊
な
ど
か
ら
約
四
十
人
か

参
加
し
ま
し
た
。

参
加

し
た
皆
さ
ん
は
厳
し

い
暑

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
行
す

る

ド
ラ
イ

バ
ー
に
チ
ラ

シ
や
毋
の
会

会
員
手
作
り
の
「
無
事
か
え
る
お

守
り
」
な
ど
を
配

り
、
交
通
安
全

を
呼

び
掛
け
ま
し

た
。

▲安全遷転をお顛いし李す

〃
一
票
は
　
君
の
こ
と
ば
だ
”

福

島

県

知

事

選

挙

投
票
日
は
　
９
月
６
日

９
月
６
日
は
福
島
県
知
事
選

挙

の
投
票
日
で
す
、

投

票

畤

間
：
：
午
前
７

時
か
ら

午
後
６
時
ま
で

投

票

で

き

る

人

平
成
４
年
５
月
1
6日
ま
で

に
転

人
届
出
を
し
た
人
。

昭
和
4
7年
９
月
７
口
ま
で

に
生

ま

れ
た
人
。

※
平
成
４
年
５
月
５
日
以
前
に
転

出

さ
れ
た
人
は
、
転
出
先
の
市
町

村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し

。
５
月
1
6日
ま
で

に
転

出
先

の
市
町
村
に
転
入
届
出
を
さ

れ
た
人
）

平
成
４
年
５
月
６
日
以
後
転
出

さ

れ
た
人
に
つ

い
て
は
、

○
県
外
に
転
出
さ
れ
た
人
…
投
粟

で
き
ま
せ
ん
。

Ｏ
県
内

に
転
出
さ
れ
た
人
・
：
国
見

町
で

投
票
で
き
ま
す
。

不

在

者

投

票

投
票

当
日

、
や
む
を
得
な

い
理

由
で
投
票
で

き
な
い
方
は
、
不
在

者
投
票
か
で

き
ま
す
。

８
月
1
7口
か
ら
９
月
５
日
ま
で
。

（
土
曜
・
日
曜
で
も
不
在
者
投

票

が
で
き
ま
す

）

時
間
は
。
午
前
８
時
3
0分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

印
鑑
と
配
付
済
の
投
票
所

入
場

券
を
持
っ
て
選
挙
管
理

委
貝
会

（
役
楊
内

）
に
お
い
で
く

だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
貝
会

壼
叙
2
1
1
1
　
内
線
１
２
１

送別会



住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

～
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

町
の
下
水

道
事
業
は
、
阿
武
隈

川
上
流
流
城
下
水
道

『
県
北
処
理

区
』
の
関
連
事
業
と
し
て
整
備
を

進
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
管
布
設
延
長
約
二
壽
。

μ

を
実
施

い
た
し
ま
し
た
か
、
今

年
度
も
次
の
と
お
り
実
施
す
る
予

定
で
す
。

下
水
道
工

事
が
実
施
さ

れ
ま
す

と
、
交

通
や

家
の
出
入
り
な
ど
い

ろ

い
ろ
な
点
で

ご
不
便
、

ご
迷
惑

を

お
か
け
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

下
水
道
早
期
完
成
の
た
め
、
皆
さ

ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
工
事

期
間
（
予
定
）

８
月
下
旬
か
ら
来
年
３
月
ま
で

◇
工
事
箇
所

・
大
字
藤
田
字
南
地
内

・
大
字
藤
田
字
堤
下

地
内

・
大
字
山
崎
字
沢
田
地
内

総

延
畏
約
六
百
Ｕ

（
別
図
箇
所
）

■
問
い
合
わ
せ

・
下
水
道
課

萱
6
2
1
1
1
　
内
線
２
６
１

ふくしま下水道フェア'92
☆と　き：９月４Ｕ（金）10時～19時

９月５日（土）10時～18時
☆ところ：福鳥ルミネ５Ｆネクストホール
☆内　容

(Ｄ下水道のしくみ、役創をパネルや檳
型でわかりやすく紹介.

②ちぴっ子広場・金魚すくいなど楽し

いコーナーいろいろ．プレゼントも

いりぱい ／
■問い合わせ
・県土木部下水道課  前 ・ 7515

９ 月27 日

は
ぱ
た
け
世
界
へ
！

家
族
そ
ろ
っ
て

ふ
く
し
ま
空
港
へ

▼
福
為
空
港
見
学
バ
ス

滑
走
路
や
空
港
の
場

周
道
路

を

デ
ラ

ッ
ク
ス
バ
ス
に
乗

り
。
空

港
の
広
大
さ

や
雰
囲
気
を

実
感

し
て

い
た
だ
く
見
学

バ
ス
を
運

行

い
た
し
ま
す
。

▼
相
島
空
港
ラ
イ
ブ

メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
に
お

い
て
、

「
郷
土
芸
能
大
会
Ｊ
　
Ｔ

部
べ

「
コ

ン
サ

ー
ト
」

（
ｎ

部
）
が

行
わ
れ
ま
す
。
お
年
寄
り
か
ら

若
者
ま
で
楽
し
め
る
ラ
イ

ブ
で

す

の
で

、
家
族
そ
ろ

っ
て

ご
覧

く

だ
さ
い
。

▼
福

島
空
港
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ

テ

レ
ビ
で

お
な
じ
み
の

『
ウ
ル

ト
ラ

ク
イ

ズ
』
の
福
島

空
港
版
。

参
加
は
、
当

日
来

場
し
て

い
る

人
な
ら
ど
な
た
で

も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
。
優
勝

者
に
は
。

海
外
旅
行
な
ど
の
景
品
を
予
定

し
て

い
ま
す
。

▼
福

鳥

物

産

晨

《
特
産
品
展
示
即
売
コ

ー
ナ
ー
》

市
町
村
を
代
表
す
る
産
品
の
展

示
・
即
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
県
内

各
地
の
特
産

品

が
一
堂
に
会
す
る
物
産
展
を

開
催
し
ま
す
。

《
飲

食

店

コ

ー

チ

ー
》

エ
プ
ロ
ン
で
お
食
事
？
　

空
港

の

エ
プ
ロ
ン
と
は
、
旅
客
の
乗

降
、
貨
物
の
禎
み
降
ろ
し
、
給

油
、
整
備
を
行
う
た
め
に
航

空

機
を
駐
機
さ
せ
る
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
場
所
の
こ
と
。
開

港
後
で
は
実
現
不
可

能
な
、
エ

プ
ロ
ン
で
の
飲
食
ス
ペ
ー
ス
で

す
。

《
ス

カ

イ

ク

ル

ー

ズ

展

》

航
空
会
社
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
の
販
売
な
ど
の

ほ
か

に
、
旅

行
会
社
の
旅
行
案
内
な

ど
「
旅
」

に
関
係
し
た
案
内
・
展
示
を
行

い
ま
す
。

▼
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
広
場

広
大
な
エ
プ
ロ
ン
の

】
画
に
、

子
ど
も
た
ち
か
自
由
に
遊

べ
る

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
。
将
来
の

福
島

県
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

「
空
港
」
を
親
し
ん
で

い
た
だ

き

ま
す

。

※
会

場
や
出
演
者
の
都
合
に
よ
り
．

イ

ベ
ン
ト
内
容
や
開
始
時
間
等
か

変

更
に
な
る
場
合
か
あ
り
ま
す
の

で
．

ご
了
承
く
だ
さ

い
．

■

問
い
合
わ
せ

県
庁
企
画
調
整
課
内

『
福
島
空

港
ま
っ
り
運
営
事
務
局
』

酋
咄
7
1
1
2

９月９Ｂ

救急の日

適
正
な
処
置
で

尊
い
命
を
救
う

人
は
社
会
の
中
に
生
き
、
活
動

し

生
活
し
て

い
ま
す
。

人
か
集
ま
り
働

い
て

い
る
と
、

い
ろ

い
ろ
な
原
因
で
思

い
か
け
な

い
と
き
思
い
も
掛
け
な
い
事
故
に
遭

い
ま
す

。
日

ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
危
険

に
取
り
囲
ま
れ
な
が
ら
、

毎
日
を
過

ご
し
て

い
る
と
言
っ
て

も
よ

い
で
し
ょ
う
。

い
ざ
事
故
が

発
生
し

た
場
合
に
、
多
く
の
人
は

適
正
な
処
置
を
と
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
で

も
、
初
歩

的
な
処
置
、
要
領
を
知

。
て

い
れ

ば
尊

い
命
を
教
う
こ
と
が
で
き

る

の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら

、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
応
急
手
当
の
方
法

を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
。
伊

達
地
方
消
防
組
合
で

は
８
月
1
4日

か
ら
９
月
1
5日
ま
で

「
救

急
応
急

手
当
講
習
会
」
を
闘
催

い
た
し
ま

す

。
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
の
知

識

を
身

に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

な
お
、
講
習
会
は
会
社
、
団
体
、

町
内
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
お

申
し

込
み
く

だ
さ

い
・

■

申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

壼
０
3
1
9
0



学

校

週

五

日

制

に

つ

い
て

～

来

月

か

ら

実

施

～

学
校
週
五
日
制
の

”
ね
ら

い
”

に
つ
い
て
は
、
前

回
の
紙
面
で
紹

介
い
た
し
ま
し

た
。

毎
月
の
第
二
土
曜

日
で
す
か
ら
、

今
年
度
は
、

９
／
1
2

1
1／
1
4

1
2／
1
2

1
／

Ｑ
″

２
／
1
3

3
／
1
3

の
六
日
間
と
な
り
ま
す

。

二
十
一
世
紀
を
担
う

子
供

た
ち

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
『
自
分
で

考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
行
動
で

き
る
』
力
を
身

に
つ
け

る
こ
と
で

す

。
夏
休
み
の

生
活

か
ら

夏
休
み
の
よ
う
な
長
期
休
業

も

こ

の
よ
う

な
力
を
つ
け

る
よ

い
機

会

だ
と
思

い
ま
す
。
夏

休
み
も
約

半
分

を
過

ぎ
ま
し

た
か
、
子
供

た

ち

の
生
活

は
ど
う

だ
っ
た
で
し

ょ

う
か

。
い
ろ

い
ろ
な
人
と
の
出
会

い
、
初

め
て
の
体
験
（
生
活
・
自

然
）

を
通
し
て
子
供
な
り
に
学

ぷ

こ

と
が
で
き

た
と
思

い
ま
す
。
大

人

に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
こ
と

で
も

、
子

供
に
と

っ
て
は
か
け
が

え
の

な
い
大
切
な
体
験
な
の
で
す
。

休
日
に
な

る
士
曜
日
も
こ
ん
な

体
験
を
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。

実
施
に
向
け
て

新
し

い
こ
と
を
始
め
る
場
合
に

は
、
必
ず
心
配
な
こ
と
が
で
て
き

ま
す
。
学
校
週
五
日
制
に
つ
い
て

も
、
今
ま
で
に

「
学
力
か
低
下
す
る
？

」

『
学
習
負
担
の
増
加
に
な
る
？

』

「
学
習
塾
通

い
か
増
え
る
？

」

『
保
護
者

が
い
な

い
時
は
？

』

『
非
行

が
増
え
る
？

』

等
の
質
問
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

。

学
習
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

学
校
で

指
導
方
法
や
日
課
を
工
夫

し
て
対

処
し
ま
す
。

塾

通
い
、
非
行
の
問
題
に
つ
き

ま
し
て

は
。
学
校
週
五
日
制
の
趣

旨
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
家
庭

や
地
域
社
会
の
協
力
を
得
て
。
望

ま
し

い
人
間
形
成
を
図
る
よ
う
に

し
て

い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚

園
や
小
学
校
低
学
年
で

保

綬
者

や
大
人
か
不
在
と
な
る
子
供

に
は
、
小

学
校
の
校
庭
を
閧
放
し

た
り
、
公
民
館
で
の
ス

ポ
ー
ツ
活

動
・
文
化
活
動
の
場
を
提
供
し
た

り
す

る
予
定
で
す
。

ご
利
用
下
さ

い
。

第
一
回

目
は

九
月

十
二
日

何
事

も
初

め
か
肝
心
で
す
。

九
月

十
二
日

に
は
、
各
家
庭
で

計
画
を
立
て
て
有
意
義
な
休
日
に

し
て

い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

西

分

署

だ

よ

り

備
え
は
大
丈
夫
？

8
/
3
0
～
9
/
5
「
防
災
週
間
」

地
震
、
台
風
、
大
雨
に
よ
る
水

害
な
ど
に
備
え
、
各
家
庭
で
も
こ

の
機
会
に
。
住
宅
の
周

辺
を
次
の

事
項
に
つ
い
て
点
検

と
準
備
を
し

て
お
き
た
い
も
の
で
す

。

一
、
地
震
は
、
場
所

と
時
間
を
選

ぴ
ま
せ
ん
。
住
宅
内
で
の
転
倒

落
下

な
ど
の
恐

れ
の

あ
る
も
の

は
。
固
定
し
て

お
き

ま
し

ょ
う
。

二
。
倒
れ
そ
う

な
建
物

や
看
板
類
、

煙
突
、
テ

レ
ビ
ア

ン
テ
ナ
、
樹

木
な
ど
は
補
強
し
て

お
き
ま
し

三
、
住
宅
周
辺
の
排
水
を
良
く
し

て
お
き
ま
し

ょ
う
。

四
、
む
や
み
に
危
険
な
場
所
（
増

水
し
た
河

川
、
山
崩

れ
や
土
砂

崩
れ
地
帯
）

に
近
付
か
な

い
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う
。

愛
の
献
血
に
8
4人
が
協
力

七
月
十
七
日
、
献
血
バ
ス
か
来

町
し
、
小
坂
小
学
校
前
を
は
匕

め
、

町
内
四
か
所
で

献
血
活

動
を

行
い
、
8
4

人
（
申
込
者
は
9
0人
）
の
方

々

に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い

ま

し

た

（
順

不
同

・
敬
称
略
）

○
印
は
成
分
献
血

協
力
者

○
印
は
四
〇
〇

㎡
協
力
者

で

す

。

〈
一
般

》

神
ぱ
　
タ
キ

高
橋

勝
美

津
田
　
キ
ミ

津
田
　
正
雄

高
橋
テ
ッ
子

大
塚
　
信
子

伊
東
　
芳
子

○
後
藤
　

征
男

若
林
　

利
子

○
佐
藤
　

洋
一

安
藤
　

裕
美

横
山
　
照
美

宍

戸

隆
一

〇
小
紫
　

春

雄

《
小

坂

小

学

校

〉

渡
辺
　
博
志

五
十
嵐
清

夫

《
Ｊ
Ａ

福

鳥
国
見
町
〉

熊
坂
　

文
男

《
国

見

竃

子

〉

○
佐
藤
　

国
雄

宗
川
　

博
明

宍
戸
　

則
雄

○
松
浦
　

元
治

高
井
　
　

茂

〇
佐
藤
　

好
弘

○
阿
部
　

英
人

○
斎
藤
　

秀
雄

○
鈴
木
　

信
也

佐
藤
　

善
美

金
子
　

明
弘

瀬
戸
亜
希
子

○
幕
田
　
道

夫

篠
田
　
国
枝

鈴
木
　
弘

子

樋
口
　
健
一

高
橋

良
一

高
橋
　

雪
枝

佐
藤
　

ミ
ェ

佐
藤
　

明

広

○
阿
部
　
典
昭

○
朽
木
　
克

枝

〈

保
原

保
健

所
〉

菅
野

喜
勝

○
木
村
　

隆
弘

〈
福

梁

製

作

所
〉

佐
藤
　

勝
雄

○
丸
山
　

新
吉

○
片
平
　

忠
夫

高
橋
　

慎
二

渡
辺
　
三
男

菅
野
　

俊
則

○
角
田
　

健
司

高
橋
　
　

守

○
寺
島
　
正

男

八
鳥
　
　

満

我
妻
　

三
男

○
引
地
　

正
仁

大
久
保
　

浩

大
橘

順
一

〇
氏
家
　
俳
吉

○
斎
藤
　

光
幸

矢
目
富
士
子

○
山
内
　

克
美

《
朽
木

繊

維

〉

朽
木
　

哲
也

渋
谷
　
　

富

朽
木
　

京
子

朽
木
　

英
子

吉
本
　

吉
政

佐
久
間
孝
志

Ｏ
朽
木
　

好
秋

○
佐
藤
由
美
江

森
木
　
弘
子

宍
戸
　
せ
っ

佐
藤
　

共
子

○
朽
木
　

公
彦

○
朽
木
　

雅
彦

斎
藤
　

寿
浩

制
野
　

瑞
子

朽
木
　
深

雪

《
大
枝
小
学
校
》

○
斎
藤
　

幸
子

仲
川
　
郵
子

《
商

工

会

員

〉

○
鎚
水
　

正
春

佐
久
間
正
男

○
松
浦
　

惣
一

〇
穐
月
　

辰
也

〈
国

見

町

役

場

》

Ｏ
菅
原
　

文
子

引
地
　

由
則

○
菅
野
　

信
朗

大
森
さ
ん
に
金
色
有
功
章

んさ郎治忠姦大

五
十

回
以
上

の
献
血
協

力
者
に

贈

ら
れ
る
日
本
赤

十
字
社

の
金
色

有
功
章
か

。
大
森
忠
治

郎
さ
ん

（
藤
田
宇

一
丁
田
二
、
３

の
３
）

に
贈
ら
れ
ま
し

た
。



ま
ず
チ
ェ
ッ
ク

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

自
　
賠
　
責

今
年
も
無
保
険
（
無
共
済
）

バ

イ
ク
対
策
協
雄
会
（
総
務
庁

、
警

察
庁
、
大
蔵
省
、
農
林
水
産

省
、

運
輸
省
等
）
で
は
、
９
月
１

日
か

ら
９
月
3
0日
ま
で

『
無
保
険

バ
イ

ク
を
な
く
そ
う
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
』

を
行
い
ま
す
。

二
五
〇

に
以
下
の

バ
イ
ク
に
は

車
検
制
度
が
な

い
こ
と
も
あ

っ
て
、

自
賠
責
保
険
の
継
続
契
約
を
つ

い

忘
れ
が
ち
で
す
。
小
さ
な

バ
イ
ク

だ
か
ら
と
い
っ
て
油
断
は
禁
物
、

バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身

事
故
も
怪

視
で
き
ま
せ
ん
。

東
京
都
で
起
き
た
無
保
険
の
原

動
機
付
自
転
車

（
1
6歳
の
少
年
か

運
転
）

の
事
故
で
は
、
道
路
前
方

を
横
断
中
の
被
害
者

（
5
6歳
の
男

性
）
に
衝
突
し
、
死
亡
さ
せ
た
こ

と
に
よ
り
二
、
三
六
九
万
円
の
損

害
賠
償

が
請
求
さ
れ

た
と

い
う
例

も
あ
り
ま
す
．

も
し
、
契
約
切
れ
に
な

り
て
い

た
ら
．
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社

、

代
理
店

（
バ
イ
ク
、
自
転
車
店
等
）、

農
協
へ
行
き
ま
し
ょ
う
．

な
お
、
原
付

バ
イ
ク
の
保
険
料

は
．
一
年
契
約
七
、
八
五
〇
円

、

二
年
契
約
一
〇
、
一
五
〇
円
、
三

年
契
約
で

匸
『

三
〇

〇
円
で

、

死
亡
事
故
の
場
合
一
二
、
〇
〇
〇
万

円
ま
で
の
保
険
金
か
支
払

わ
れ
ま

す
．

■

問
い
合
わ
せ

東
北

運
輸
局
福
島

陸
運
支
局

魯
哺
0
3
4
1

ご
存
じ
で
す
か
？

検

察

審

査

会

子

ど
も
か
交
通
事
故
で
大
ヶ
ガ

を
し

た
・

で
も
車
を
運
転
し
て
い

た
大
は
、
裁
判
に
も
か
け
ら
れ
ず

に
い
る
。

お
か
し

い
…
…
そ
ん
な

疑
問
に
検
察
審
査
会
は
答
え
ま
す
。

検
察

審
査
会
は
。
国
民
の
中
か

ら

『
く

じ
』
で

選
ば
れ

た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
が
、
市
民
の
目
で
、

検

察
官
が
起

訴
し
な
か

っ
た
こ
と

が
正
し

か

り
た
か

ど
う
か

を
審
査

す

る
こ

と
を
主
な
仕
事

と
し
て

い

ま
す

。

検
察
官
の
不
起
訴
処
分

に
疑
問

を

お
持
ち
の
方
は

ご
相
談
く

だ
さ

い
。

■
相
破
先

辱
蜘
福
島
市
花
園
町
５
番
4
5号

福
島
地
方
裁
判
所
内
福
島
検
察

審
査
会
事
務
局

一
U
2
1
5
6
　

内
線
２
７
４

老

齢

基

礎

年

金

繰
上
げ
諭
求
は
慎
重
に
…

一
度
請
求
す
る
と

取
消
は
で
き
ま
せ
ん

年
金
額
か
一
生
減
額

に
な
り
ま

す

。

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
支

給

さ
れ
る
老
齢
厚
生
年
金

が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
後
に
障
害

に
な

っ

て
も
。
障
害
基
礎
年
金
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
楊
合
に
は
支
給

が
停
止
さ
れ

ま
す
。

謨求時の年齢に

よる年金支給率

請求時
年　齡

支給率

65歳 100％

64歳 89％

63歳 80％

62歳 72％

61歳 65％

60歳 58％

■

問
い
合
わ
せ

・

住
民
福
祉
課
年
金
係

酋
0
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

老
人
精
神
保
健

相
談
会
を
開
催

お
年
寄
り
か
日
ご
ろ
ど
ん
な
気

持
ち
で
過

ご
し
て
い
る
の
か

を
知

り
、
そ
の
老
人
の
気
持
ち

に
な
っ

て

い
っ
し
ょ
に
考
え
て

あ
げ
る
こ

と

が
、
お
年
寄
り
を
世

話
す

る
う

え
で
大
切
な
こ

と
で
す

。

保
原
保
健
所
で

は
、
次
の
日
程

で
「
老
人
精

神
保
健
相
談
会
」
を

鬨
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く

だ
さ

い
。

▼
日
　

時

９
月
1
7日
（
木
）

午
後
１
時
3
0分
？
４
時

▼
会
　

場

国
見
町
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
内
　

容

専
門
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

保

健
婦
に
よ
る
介
護
指
導

介
綬
用
品
の
展
示

老

人
性
痴
呆
症
思

者
を
介
護
す

る
家
族
の
話
し
合
い

■

問
い
合
わ
せ

福
島
県
保
原
保
健
所

霊
四
3
1
2
1

募
　
集

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

県
、
県
警
察
本
部
で
は
、
次
の

と
お
り
「
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

奮
っ
て

ご
応
募
く

だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格

県
内

に
在
住
ま

た
は
勤
務
し
て

い
る
方

◇
応
募
方
法

（

ガ
キ
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
明
記

し
、
簡

単
な
脱
明
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い

住
所

、
氏

名
（
ふ
り

が
な
）、

年
齢
、
職
業

（
学
生
の
場
合
は

学
校
名
と
学
年
）

、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く

だ
さ
い

一
人
で

何
点
で
も
応
募
可

◇
募
集
期
間

８

月
１

日
（
土

）
～
3
1
日
（

月

）

（

当
日

消

印

有

効

）

◇

ほ
う
賞

最
優
秀
作
一
点
…
賞
状
と
副
賞

（
五
万
円
程
度
）

佳
作
五
点
・
：
賞
状
と
副
賞
（
三

万
円
程
度
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

母
9
6
0
福
島
市
杉
妻
町
２
番
1
6号

福
島
県
企
画
調
整
部
総
合

交
通

課
内

ゴ
ー
／
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
係

霖
剛
1
1
1
1

内

線
2
3
8
7

８

月

今
月
の
納
税

（
納

期
限
…
８
月
3
1日
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

●
町
　

県
　

民
　
税

（
第
２
期
）



心
が
け
よ
う

夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

夏
は
、
冷
房
用

な
ど
エ
ネ

ル
ギ

ー
消
費
が
大

幅
に
増
え
る
季

節
で

す

。限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す

る
た
め
、
一
人
ひ
と

り
か
省
エ

ネ

ル
ギ
ー
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
室
温

は
こ

ま
め
に
調
整

部
屋
の
温
度
は
二
十
八
度
を
目

安
に
し
、
冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

▽
エ
ア
コ
ン
の
上
手
な
使
用

エ
ア

フ
ィ
ル
タ
ー
は
二
週
間
に

一
度
掃
除
し
、
窓
に
は
カ
ー
テ

ン

な
ど
を
つ
け
太
陽
熱
か
入

る
の
を

防
ぎ
ま
し

ょ
う
・

ま

た
。
扇
風
機
と

い
っ
し

ょ
に

使
用
す

る
と
快
適
き

が
増
し
ま
す
。

▽
冷
蔵

庫
も
上

手
に
使
用

食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
、
無
駄
な
開
閉

を
や
め
食

品
の
出
し
入
れ
は
手
短
か
に
し
ま

作
品
募
集

勤
労
者
美
術
展

第
三
十
一
回
勤

労
者
美
術
展
覧

会

の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
会
　

期

９

月

３

日
（
木

）
～

６

日
（

日

）

▼
会
　
場

福
島
市

・
県
文
化
セ
ン
タ

ー

▼
募
集
作
品

県
内
の
勤
労
者
の
作
品
で
未
兇

表
の
も
の

▼
作
品
の
規
格

日
本
画
１
六
号
～
百
号

洋
画
１
日
本
画
に
準
ず
る
（
版

画
を
含
む
）

書
Ｉ

額
装
仕
上

か
り
九
〇
ｍ
ｘ

二

二
一
ｍ
以
内

又
は
一
三

六
ｍ

×

匸

二
六

一

以

内

写

真

ｌ

四

ツ
切

以

上

、

組

写

真

は
Ｉ
’一
枚
ま

で

と
し

レ
イ

ア

ウ
ト
を

付

す

こ

と

▼
出
品
点
数

一
種
目

】
点
ま
で

▼
作
品
搬
入

８

月
2
7
日
（
木

）
・
午

前
ｍ
一
時

～

午

後

６

時

・

県

文

化

セ

ン

タ

ー

西

口

■

問
い
合
わ
せ

県
庁
労
政
課

雲
仙
7
2
9
7

8
/
1
0
は
「
健
康
ハ
ー
ト
の
日
」

ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
　
そ
れ
は

あ
な
た
の
健
康
リ
ズ
ム

心
膿
病
は
、
お
年
寄
り
だ
け
で

な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
で
活
躍

す
る
青
・
壮
年
層
に
と
っ
て
も
無

視
で
き
な

い
病
気
で
す
。
青
・
壮

年
層
は
、
と
か
く
自
分
の
健
康
を

過
信
し

、
無
と
ん
じ

ゃ
く
に
な
り

が
ち
で
す
。
し
か
も
。
高
度
情
報

化
社
会

の
な
か
で
さ
ま

ざ
ま
な
ス

ト

レ
ス
を
か
か
え
て

い
る
た
め
、

心
臓

に
は
よ
く
な

い
状
態
が
続

い

て

い
る

と
い
え
ま
す
。

八
月
十
日
は

「
健
康
「

Ｉ
ト

の

口
」

。
習
慣
病
と

い
わ
れ
る
心
臓

病
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
。
艮

期

休
暇

を
八
月
に
取
り
、
（

Ｉ
ト

ビ

ー
ト

（
心
臓
の
鼓
動
）
の
定
期
検

診
を
受
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し

ょ
う
か

。

戸籍の窓口
(７月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保霞者　　町内会

康太郎に うたろう)玉手 智 中　 部

陵( り ょ う)酒井 麟弘 第十 二

礼( あ　 や)八巻喜治郎 佑江 北

大 樹(だ い き)繍本 歌盛 駅　 前

おくやみ申しあげます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

五十嵐 千 代　　65　　 鶉　 町

野 村　コ　ト　　76　　 板　 檎

佐 藤 金 三　　83　　 石毋田東

村 上 マ サ　　76　　 第　 九

高 橋 ナミ子　　59　　 泉 田 中

佐 藤 智 宏　　18　　 貝　 田

大 沼 三　七　　85　　 貝　 田

佐 藤 幸 初　　82　　 泉 田 中

柑 野 宗兵衛　　72　　 本　 町

人 口 と 世 帯
８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人
　
　

口

-男5.757 人（士Ｏ）

･女6  89 人(  十 3 )

･,  6 人(  十 3 )

世帯 数3  , 010戸(  十 2 )

転 入20 人

転 出12 人

出 生　 ４人

死　亡　９人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二層 相談 室1 竄瓢人口●らお入り下さい）

紡 藺 ： ９ 鱚～12 衂

こ まったことや。 相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶 対に守ります。

( 相談員)

８月 日 ( 火）佐久間　 巌・佐藤 八重子

９月 ５日（土）樋口　　弘 ・安藤　 トヨ

９月14  日 (月）菊地　 平助・谷津　 智恵

８月 葉月（はづき）

四 日 (水）バイクの日

日 ( 日 ) 処 暑

日 ( 日 ) 防災君間

建築勧防災遍間

31 日 (月）二百十日

９月　 長月（ ながつき）

１日（火）防災の日

９日（水）敷急の11

日 ( 木 ) 全国下水道促進デー

日 (金）十玉夜

15（火）敬老のβ

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館
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ア
サ
ガ
オ
栽
培

実
地
指
導
会

阿
津
賀
志

学
級
で
は
、
高
齢
者

の
生
き
か

い
と
健
康

づ
く
り
推
進

事
業
の

一
環
と
し
て
。
一
人
一
鉢

運
動
を
取

り
上

げ
、
五
月
中
旬
か

ら
ア
サ

ガ
オ
の
栽
培
を
行
っ
て
参

り
ま
し

た
。

そ
し
て
二
度

に
わ
た
り
、
町
園

芸
愛
好
会
長
の
秦
三
郎
様
よ
り

ご

指
導
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
丹

精
を
込

め
て
育
て
て
き
ま
し
た
か
、

大
き
な
よ

い
花
を
咲
か
す
た
め
に

は
、
摘

心
や
、
水
、
肥
料
の
や
り

方
等

い
ろ

い
ろ
問
題
も
生
じ
て
来

ま
し

た
。

そ
の

た
め
、
学
級
で

は
、
去

る

七
月
二
十

】
日
か
ら
二
十
四
日
の

間
に
四
方
部
に
分
か
れ
て

、
ア
サ

ガ
オ
の
実
地
指
導
会

を
行
い
ま
し

た
。各

方
部
と
も
午
後
二
時
よ
り
行
い

ま
し
た
が
、
ど
の
会
場
も
ア
サ

ガ

オ
を
持
ち
寄
っ
た
熱

心
な

学
級
生

か
多
数
集
ま
り
、
秦
三
郎
様
よ
り

ひ
と
つ
ひ
と
つ
て

い
ね
い
に
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
情
報
交
換

を
行
い
、
大
へ
ん
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
。
八
月
十
九
口
の
観
賞
会

に
向
け
、
り
っ
ば
な
花
を
咲
か
せ
る

よ
う
励
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ａアサガオ栽培の観翊を聞く参加者の皆さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

開
　
　
　

講

今
年
の
『
子
育
て
教
室
』
は
受

溝
生
か
少
な
く
、
昨
年
よ
り
引
続
き

の
保
育
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の
方
々
も

手
持
ち

ぷ
さ
た
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
に
つ

い
て

の
勉

強
や

保
育

以
外
の

活
動

も

し

て

み
た

い
と
の

要
望

か
あ

り

。

ま
た
町

民
の
中

に
も

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活

動
を
し

た
い
が
、

ど
う
し
て

よ
い
か
わ
か
ら

な
い
で

い
る
な
ど

の
話
題
も
あ
り

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基
礎
講
座
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

な

り
ま
し
た

。

七
月
二
十
四
日
、
子
育
て
教
室

の
あ
と
午
前
十
一
時
よ
り
開
講
式

を
行

い
、
保
育

ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア
の

外

、
新

た
な
十
六
名
の
応
募
者
を

含

め
二

‐
1
‐
六
名

が
出
席
し
て
、
ユ

ー
モ
ア

の
な
か

に
も
感
銘
の
深

い

お
話
し

に
熱
か
人

ぶ

、
、
十
二
時

二
十
分
に
終
了
し

ま
し

た
。

溝
帥
の
大
枝
小
人
鬩
校
長
先
生
は

社
会
教
育
に
も
携
わ
り
、
と
く
に
ボ

ラ

ン
テ

ｆ
ア
活
動

に
も
知
識

が
深

く
「
ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア

は
自
発
性
、

公
盤
性
を
要
素
と
し
て

い
る
。
高

齢
化
社
会
の

中
で

、
生
涯
学
習
に

は
学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
か

必
要

に

な
る
。
お
互
い
に
教
え
あ
い
、

学

び
あ
う
中
で

自
己
開
発
、
自
己
教

育
力
の
育
成

か
は
か
ら
れ
、
自
己

の
心
の
満
足
感

、
安
心
感
は
物
質

的
な
満
足
感

を
超

え
る
も
の
で
あ

る
。ま

た
ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア

を
す

る
人
。

う
け
る
人
は

あ
く

ま
で

も
対
等
で

あ
る
こ
と
、

『
あ
あ
し
て
や

り
た
。

こ
う
し
て
や

っ
た
、
や
っ
た
や

っ

た
は
地
獄

ゆ
き
』
こ
れ
は
あ

る
お

寺
の
伝
導
板

に
あ
っ
た
こ
と

ば
で

す
。
心
の
片

隅
に
少
し
で
も
恩
き

せ
が
ま
し

い
心
根

が
あ
れ
ば
、
行

動
に
も
現
わ
れ
、
う
け
る
人
に
も

感
じ
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
の
に
」
の

心
、
あ
あ
し
て
や

っ
た
の
に
と

い
う

心
は
誰
に
で
も

あ
る
こ
と
で
す
か

、
こ
れ
を
克
服

す

る
こ
と
か
肝

心
で
す
」
な
ど
非

常
に
示
唆
の
多

い
お
話
で
し
た
。

今
後
、
先
進
地
の
視
察
や
実
践

活
助
を
続
け
、
閉
講
後
は
組
織
的
に

自
主
的
な
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
継
統
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た

人
形
劇
公
演

去

る
七
月
四
日
．
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
、
毎
年
恒
例
の
人
形
劇

公
演
か
行
わ
れ
ま
し

た
．
こ

れ
は

十
年
以
上
続

い
て

い
る
も
の
で
．

福
鳥
女
7
.短
期
大
学
児
童
文
化
研

究
郎
の
お
ね
え
さ
ん
方
か
、
人
形

劇
や
ボ
ー
ド
ビ
ル
、
等
身
人
形
を

使
っ
た
寸
劇
．

手
あ
そ

ぴ
．
ゲ

ー

ム
な
ど
を
二
時
間

に
わ

た
っ
て
熱

演
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど

も
連
が
約
百
二
十
名
。
お
ね
え
さ

ん
方
か
二
十
名
、
お
母
さ
ん
方
か

十
名
ほ
ど
で
、
全
貝
汗
び
っ
し

ょ

り
で
ス
テ

ー

ジ
と
客
席
か
一
体

と

な

り
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
す

ご

し
ま
し
た
。

あゲーム遊びを楽しむ子どもたち

ジ
ュ
ニ
ア

仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
研
修
終
わ
る

ジ
ュ
ニ
ア
仲
間
づ
く
り
教
室
の

キ

ャ
ン
プ
研
修
は
、
三
十
二
名
か

参
加
し
南
蔵
王
青
少
年
旅
行
村
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
七
日
、
菅
生
モ
ト
ク

ロ
ス
、
み
ち
の
く
宮
城
の
小
京
都

村
田
町
の
名
所
、
旧

跡
を
訪

ね
、

伊
達
政
宗
の
第
七
子
宗
高
公

を
ま

っ
る
曹
洞
宗
、
舵
鳥
院
の
庭

園
は

つ
つ
じ
の
植
込
み
か
す
ば
ら
し

い
。

昼
食
の
あ
と
南
蕨
王
青

少
年
旅
行

村
に
向
か
い
、
南
蔵
王
山
麗
の
商
原

を
一
時
間
ば
か
り
、
牧
場
や
自
然

か

い
っ
ぱ
い
の
快
適

な
ド
ラ
イ

ブ

で
し
た
。
夕
食
の
準

備
、
飯

ご
う

炊
飯
、
鉄
板
で
焼

い
た
焼
肉
は
食

べ
放
題
。
キ
ャ
ン
プ
・
フ

ァ
イ
ヤ

ー
の
出
し

物
は
花

火
な
ど
で

た
の

し
み
ま
し

た
。

翌

朝
は
寝
不
足

の
た
め
朝
食
後

の
弁
当
づ
く

り
、
後
片
付
も
ま
ま

な
ら
ず
、
帰
途
の
蔵
王
め
ぐ
り
も

深
い
ね
む
り
で
静
か
な

バ
ス
の
中

で
し
た
・



盛
会
だ
っ
た

合
同
学
習
会

阿
津
賀

志
学
級
　

藤
田
勝
衛

大
和
先
生
は
、
生
活
、
政
治
、

そ
の
他
身
近
か
な
現
に
起
き
て

い

る
問
題
を
、
取
り
上

げ
色
々
と
話

さ
れ
た
。
話
し
を
聞

い
て

い
る
と

漠
然
と
思
っ
て
い
た
こ

と
か
問
題

と
し

て
取
り
上

げ
ら
れ
た
様

に
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

先
生
は
生
活

に
つ

い
て
次
の
瞞

な
項

目
を
あ
げ
て
話
さ

れ
た
。
知

識
、
趣
味

、
友
達
、
健
康
等
で
あ

る
か

、
い
ず

れ
も
感
動
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で

、
今
さ
ら
と
思

っ
て
も
、

事
実
と
し
て
受
け
と
ら
ぎ
る
を
得

な

い
。
趣
味
の
点
で
人
間
の
足
音

が
聞
こ
え

る
と
言
わ
れ
た
の
か
、

印
象
的
に
耳
元
に
残
っ
た
。
趣
味

を
持
つ
こ
と

は
、
生
き

る
上
に
必

要
欠
か
さ
ざ
る
事
と
私
も
町
９
つ
し
、

趣
味

は
私
た
ち

の
後
を
つ

い
て
来

る
足
音
で
あ

る
。

ま

た
、
先
生
は
横
文
字
か
多

い

と

言
わ

れ
た
。

こ

れ
は
恐
ら
く
私
た
ち
年
配
の
人

は
特
に
感
じ
て

い
る
こ
と
で
。
新

聞
。
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
片
か

な

の
言
葉
か
氾
濫
し
、
日
本
語
は
亡

び
て
し
ま
う
恐
れ
さ
え
も
感
じ

る
。

国
際
情
勢
、
政
治
の
在

り
方
も

何
を
考
え
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

色
々
と
聞
き
た
い
こ
と
は
多
か

っ

た
か
時
間
が
な
く
て
残
念
で
あ

っ

た
。

４阿泣賢志・成人牟 級．女畦 教窒の合岡学習会 (  帰

楽
し
い七

　
宝
　
焼

阿
津
賀
志
学
級
で
は
今
年
度
か

ら
、
商
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て

、

グ
ル

ー
プ
学
習
に
七
宝
焼

を
取
り

入
れ
ま
し
た
。

去
る
七
月
二
十
二

日
、
二
十
八

卩
に
延
べ
六
十
二
名
か
出
席
し
、

宍

戸
昭
五
先
生
の
指
導
の
も

と
に
、

製

作
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

全
貝
が
初
め
て
の
経
験
で
し
た

の
で
大

へ
ん
興
味
を
持
ち

、
塩
酸

に
入
れ
て

か
ら
の
水
洗

い
、
ホ
セ

や
筆
を

使
っ
て
の
裏
引
き
桧
の
具

や
、
不
透
明
絵
の
具
の
塗
り
方
、

更
に
サ
ン
ド
ペ
ー

パ
ー
の
使

い
方

等
、
て
い
ね
い
に
ご
指
導
を

い
た

だ
き
ま

し
た
．

一
回
目
は
ネ

ク
タ
イ
ピ
ン
、

ブ

ロ
ー
チ

な
ど
同

じ
物
を
．
二
回
目

は
そ

れ
ぞ
れ
好
き
な
物
を
製
作
し

ま
し

た
が
、
約
八
百
度
の
七
宝
電

気
炉

に
入
れ
て
、
ま

っ
赤
に
焼
き

上

が
り
．
冷
え
て
か
ら
見
事
な
色

に
仕
上

が
っ

た
自
分
の
作
品
を
手

に
し
た
時
の
喜
び
は
、
何
に
も
た

と
え
よ
う
の
な

い
も
の
で
し
た
．

今
後
も
八
月
と
九
月
に
二
回
行

う
予
定
で
す
か
、
学
級
生
の
み
な

さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
も

の
を
考
え
、
今
か
ら
楽

し
み
に
し

て
お
り
ま
す
．

町長杯ナイターソフトボール大会
一一　－＝Ｏ 主　　 催

○と　　 き

○と　 こ　ろ
○参 加 資 格

○申 込 み

○代表者会議

国見町公民館

９月3  日:30 開会式 裙１試合
県北中 グラウンド

・ 町体育協会に登郎し てあるチー厶

・ 小学校区内で一般 社会人が編成したチー

ム
・同 一職場、事裏所で繝成 廴たチーム

８月25日(匍 Ｓ ５：００まで 所定の申込 み魯

を公民館|二提出し てください

８月28日僮う117:30 から 町公民館で 代表

翕の打合せと組合せ抽i鐺をli います

行　事　の　お　知　ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事

８ �17�

月 �・ゴルフ教室 �
８ �28�

金 �・成人学級（日本語）

�19�水 �

・夏の料理教室　・ アサガオ観賞会 ��31�月 �・ゴルフ教室

���・県立移動図塰館あづま号巡回 �

９ �

１ �火 �・ 子ども移動図齢館（森江野小）

�23�日 �・スポーツ少年団ソフトボール大会 ��３�木 �・ 町長杯ナイターソフトボール大会開会

�24�月 �・ゴルフ教室 �
�７�月�

・ゴルフ教室閉講

�25�火 �・阿津賀志学級グループ学習（書道） ����・阿津賀志学級研修旅行（松島方面 Ｕ自２日）

�26�水 �・阿津賀志学級グループ学習（はり絵） ��９�水 �・くにみ女性教室グループ学習（和紙工芸）

�27�木 �
・くにみ女性教室（手芸） ��10�木 �・子ども移動図書館（大枝小）

���・阿津賀志学級グ1レープ学習（七宝焼） ��11�金 �・ くにみ女性教室グループ学習（和紙工芸）

備　　 考 ���・ ９月６日　伊違地方スポーツ大会家庭パレーボー･ﾚ大会会鳩（町動労者体育館）



藤
田
女
子
ス
ポ
少

初
　
栄
　
冠

県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
な
ど
主

催
の
第
十
回
県
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

県
北

予
選
は
七

月
五
日
、
福
鳥
市
の
荒
川

運
動
公

園
で

開
か

れ
ま
し

た
．

大
会

に
は
、
県
北
地
区
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
ハ
チ

ー
ム
か
出
場
し
、

元
気

い
っ
ぱ
い
の
好
プ
レ

ー
か
続

出
．
応
援
に
か
け
つ
け
た
お
父
さ

ん
．
お
母
さ
ん
か
ら
盛
ん
な
拍
手

声
援
か
送
ら

れ
ま
し

た
。

決
勝

戦
は
ト

ー
ナ

メ
ン
ト
を
勝

ち
抜

い
た
藤
田
女
子
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
庭
坂
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

（
福
島
市
）
の
対
戦
と
な
り
。

激
し

い
乱
打
戦
の
末
、
藤
田
女

子

ス
ポ
少

が
1
6－

９
の
ス
コ
ア
で
打

ち
勝
っ
て
、
見
事
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

藤
田
女
子
ス
ポ
少
の
皆

さ
ん
は

今
月
二
十
二
日
か
ら
須
賀

川
市
で

開
催
さ
れ
る
県
大
会

に
、
県
北
地

区
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

声
援
を
受
け

力
　
　

泳

町
小
学
校
水
泳
交
歓
会

は
七
月

二
十
八
日
、
町
内
四

校
の
六
年
生

約
百
八
十
人
か
出
楊
し
て
森

江
野

町
民
プ

ー
ル
で
開
か

れ
ま

し
た
。

町
教
育
研

究
会

、
町
教
育
委
員

会
か

主
催
し

、
児
童
の
水
泳
技
能

の
向
上
を
図

る
と
と
も

に
、
フ

ェ

ア
プ

レ
ー
の
精
神
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
毎
年
鬨
催
し
て

い
る
も
の

で
、
真

っ
黒
に
日
焼
け
し

た
児
童

の
皆

さ
ん
は
二
十
五
Ｕ
自
由
形
、

五
十
じ
平
泳
ぎ
、
二
百
Ｕ
リ
レ

ー

な

ど
六
穐
目
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
友

だ
ち
や

お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の

声
援
を
受
け
な

が
ら
力
泳
、
日

ご

ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

福
島
の
く
だ
も
の
を

売
り
込
み
ま
す

「
く

だ
も

の
王
国

福
島

」
の
イ

メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
と
し
て

す

り
か
り

お
な
匕
み
の

ミ
ス
ピ
ー
チ
の
皆

さ

ん

は
七
月
二

十
円
日
、
役
場
を
訪

問
し

ま
し

た
。

こ
の

日
訪

れ
た
ミ
ス
ピ
ー
チ
は

熊
坂
裕
美
さ
ん

こ

二
）
ら
四
人
。
熊

坂

さ
ん
ら
は

「
甘
く
、
お

い
し

い

福
島
産
の
桃
を
は
じ
め
、
な
し
、

り
ん

ご
な
ど
福
島
特
産
の
く
だ
も

の
を

、
全
国
に
売
り
込
み
ま
す
」

と
、
力
強
く
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ミ
ス

ピ
ー
チ
の
皆
さ
ん
は
、
首

相
官
邸
訪
問
や
東
京
ド
ー
ム
で
の

Ｐ
Ｒ
を
は
匕
め
。
全
国
各
地
で

く

だ
も
の
の
販
売
促
進
活
動
を
行
い

ま
す
。

な
お
、
八
月
十
一
日
か
ら
十
六

日
ま
で
は
、
お
盆
の
帰

省
客
で

込

み
合
う
東
北
自
動
車
道
国
見
サ

ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で

も
桃

の
販
売

に
活

躍
し
ま
す
。

紙
芝
居
で

事
故
ゼ
ロ
を
誓
う

森
江
野
小
学
校
で

は
夏
休
み
を

控
え
た
七
月

十
八
日

、
校
内
テ
レ

ビ
放
送
を
通
し
て
交
通
安
全
紙
芝

居
を
行
い
、
全
校
生
に
夏
休
み
中

の
事
故
防
止
を
呼

び
掛
け
ま
し

た
。

森
江
野
交
通
安
全
母
の
会

（
吉

田
ト
モ
子
会
長
）

の
皆
さ
ん
か
、

痛
ま
し
い
子
ど
も
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う
と
企
画
し

た
も
の
で
、

六
年
生
を
中
心
に
、
交
通
安
全
に

閨
す
る

『
ク
レ
ヨ
ン
い
っ
ぽ
ん
な

く
な
っ
た
？

』
「
木
の
上

の
お
と

し
も
の
」
の
二
本

の
紙
芝
居

を
読

み
、
各
教
室
で
視
聴

し
た
児
童
の

皆
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
か
交

通
ル

ー
ル
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
誓

い
合
い
ま
し
た
。

編
集
日
記

○
夏
休
み
も
残
す

と
こ

ろ
1
0日
あ

ま
り
。
宿
閣
は
計
画

ど
お
り
進
ん

で

い
ま
す
か
。
早

め
に
終
え
て
、

二
学
期
に
備
え
た
い
も

の
で
す
。

発
行

‘
４
砒

国
口
｀
町
総
隋
良

福
鳥
県
伊
達
郡
四
兄
町
大
字
藤
田
字
一
丁
用
二
２
の
Ｉ

ｅ

九
六
九
一

一
匕
　

酋
｛
○
二
四
五
｝
八
五
‐

こ
一
一
一
｛
代
表
｝

▲藤田女子スポ少の皆さん

▲スタート前の緊張の一瞬

▲冨永町長から耆励を受けるミスピ ーチの皆さん

４紙芝居で事故防止を呼び掛ける

健康公演会
C）と　き：９月ll  日 (金）　11 : 15～

p ところ：町民体ｗ館

NI 師：（俳優）ヶ－シー高峰先生

l〉入場料：無　料

■問い合わせ

・保健課国保係11  ｰ　内線1･13

～ユーモアあふれる

公演をお楽しみください～

わ
だ
い
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